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新宮川水系及び五ヶ瀬川水系の河川整備基本方針の変更にかかる審議経緯
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共通

○令和２年７月９日 答申「気候変動を踏まえた水災害対策のあり方」
・気候変動を踏まえた治水計画への見直し

・流域全体持続可能な治水対策「流域治水」への転換

社会資本整備審議会 河川分科会 その他、関連する経緯

○令和３年４月 気候変動を踏まえた治水計

画のあり方 提言改訂版
・科学技術に基づく方法論の構築

本日、河川分科会にて、新宮川水系及び五ヶ瀬川水系の

河川整備基本方針の変更（案）について審議

○令和３年５月 流域治水関連法成立
・国・都道府県、市町村、企業や住民の協働による「流

域治水」の実効性を高めるための法的枠組みの整備

○令和２年12月 防災・減災、国土強靭化のた

めの５か年加速化対策
・５年間で１５兆円の閣議決定

○令和３年３月 第６期科学技術・イノベーショ

ン基本計画
・国民の安全と安心を確保する持続可能で強靱な

社会への変革、我が国の社会を再設計

・気候変動も考慮した対策水準の高度化に向けた

研究開発

○令和３年５月 第５次社会資本重点計画 閣

議決定
・コンパクトなまちづくりと交通ネットワーク形成の連携

・流域治水におけるグリーンインフラの活用

【新宮川水系、五ヶ瀬川水系の方針変更に係る審議】

（審議１回目）

○令和３年５月21日 第110回河川整備基本方針検討小委員会
・気候変動を踏まえた基本高水のピーク流量 等について審議

（審議２回目）

○令和３年６月25日 第111回河川整備基本方針検討小委員会
・河道と洪水調節施設等への配分（計画高水流量） 等について審議

（審議３回目）

○令和３年８月２日 第113回河川整備基本方針検討小委員会
・基本方針本文（案）の記載内容 等について審議



河川整備基本方針検討小委員会 委員名簿 （第110回、111回、113回：新宮川水系・五ヶ瀬川水系）
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臨時委員 秋田 典子 千葉大学大学院園芸学研究科 教授

臨時委員 荒井 正吾 奈良県知事

専門委員 入江 光輝 宮崎大学工学部工学科土木環境工学プログラム 教授

臨時委員 蒲島 郁夫 熊本県知事

専門委員 柄谷 友香 名城大学都市情報学部 教授

委員長 小池 俊雄 土木研究所水災害・リスクマネジメント国際センター長

臨時委員 河野 俊嗣 宮崎県知事

臨時委員 清水 義彦 群馬大学大学院理工学府 教授

臨時委員 鈴木 英敬 三重県知事

臨時委員 高村 典子 国立研究開発法人国立環境研究所 客員研究員

専門委員 谷田 一三 大阪府立大学 名誉教授

臨時委員 戸田 祐嗣 名古屋大学大学院工学研究科 教授

専門委員 中川 一 京都大学 名誉教授

委 員 中北 英一 京都大学防災研究所 所長

専門委員 中村 公人 京都大学大学院農学研究科 教授

臨時委員 仁坂 吉伸 和歌山県知事

臨時委員 広瀬 勝貞 大分県知事

専門委員 藤田 正治 京都大学防災研究所 教授

専門委員 森 誠一 岐阜協立大学経済学部 教授

※敬称略 五十音順



河川整備基本方針小委員会での主な意見と対応 （１／８）
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基本高水等

＜気候変動＞

○既往計画の中で棄却した降雨波形について、アンサ
ンブル予測降雨波形と比較検証し、危険性のある降
雨を治水対策に使っていくことが大切である。

○気候変動により、降雨分布の変化と、その要因（台
風のコース変化等）を分析し、流域のみなさまが理解
しやすい情報として流域の関係者に提供することも
大事である。

＜委員からの主な意見＞ ＜回答と対応＞

●流域の土地利用や沿川の遊水機能は適切に評価し、
基本高水を算定する際の流出計算モデルに反映す
る。田んぼダム等の取り組みは具体化が進んだ場合
に反映を検討する。

一方、利水ダムの事前放流は、河川管理者による
河川の管理の一環として、治水上の必要性から治水
協定の協議･締結等を通じて実施するものであり、操
作規程への位置づけ等を行うことで、洪水調節施設
による調節流量と同等の扱いとする。

●機能を発揮するために、どのように管理・担保するか
も含め、トータルで評価していく。

＜事前放流・流域対策＞

○流域での取り組みである田んぼダムや利水ダムの
事前放流、霞堤等の地形条件は治水計画でどのよう
に組み込んでいくのか。

○霞堤や田んぼダム等の自然機能を活用するために
は管理が必要であり関係者の協力が必要であるた
め、流域対策の合意形成のためには、機能を定量的
に示す必要があると考える。

●発生の可能性があると判断した降雨波形も用い、改
修途上における本川・支川、上下流の整備バランス
のチェックや、氾濫の被害をできるだけ抑制する対策
の実施区間の検討を行う。

併せて、背後地へのハザード情報の提供等による
水害に強いまちづくりの推進や避難等を関係者と連
携し取り組んでいく。



河川整備基本方針小委員会での主な意見と対応 （２／８）
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○利水ダムに洪水調節機能を求める場合、洪水調節
に関する責務は生じるのか教えてほしい。

○本川や祝子川、北川が同時に合流し、バックウォー
ターにより氾濫発生することが懸念される。各支川の
計画高水流量の設定の考え方を教えてほしい。
【五ヶ瀬川水系】

＜委員からの主な意見＞ ＜回答と対応＞

●河川管理者は、河川法に基づく手続きの中で、利水
ダム管理者が策定する操作規程について、操作規
程に基づくダムの操作によって治水上の支障が生じ
ないかを確認し、承認する責務がある。

また、利水ダム管理者は、承認された操作規程に
従ってダムを操作する責務がある。

●複数の主要降雨波形を用いて、主要地点ごとに最大
となる流量より計画高水流量を設定している。

なお、支川北川及び祝子川における河道計画では、
本川の洪水ピーク時の同時合流を想定し、本川の計
画高水流量流下時の水位を、両支川の出発水位とし
て水位計算を実施している。

○上流や下流、本川と支川の合流周辺の環境変化が
新たな検討課題であり、他自治体（県管理河川）等
との今まで以上の連携が重視される。

○霞堤の開口部の周辺は、動植物の生息場として非
常に有効に機能する場合がある。霞堤について、治
水面だけでなく、環境としての側面もしっかり考えて
いただきたい。【五ヶ瀬川】

●霞堤の開口部周辺は水勢がゆるやかであり、環境
面としても貴重なフィールドを形成している。多様な
河川環境が損なわれないよう、河川整備を行ってい
くとともに、モニタリングを継続する。

計画高水流量および河川と洪水調節施設等への配分

環境

●国や県といった河川管理者間、河川区域と接続する
背後地との連携強化を図りながら河川整備を実施す
ることを基本方針本文に記載した。



河川整備基本方針小委員会での主な意見と対応 （３／８）
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総合土砂管理

○今後も過去出水時と同様な規模の深層崩壊が生じる
ことを前提とした基本方針とするのか。【新宮川水系】

○紀伊半島大水害は、大変な災害であった。直轄砂防
事業が進捗してきているが、残りの対策についても
早急に進めることが重要である。また、大規模土砂
災害対策技術センターでの研究成果が、全国に展開
されるよう、更に研究を推進して欲しい。【新宮川水
系】

○大雨のたびに斜面に残っている土砂の流出等により
濁水の長期化が生じていることへの対応をお願いし
たい。【新宮川水系】

○流砂や土砂流出の河床へのたまり方など河川環境
に与えるインパクトは非常に大きいため、土砂管理の
中で河川環境の保全を考えることが重要であり、河
床変化についてデータを蓄積し、新たな河川管理に
活用してほしい。

＜委員からの主な意見＞ ＜回答と対応＞

●十津川大水害でも同様の現象が起こっていることを
踏まえ、治水計画との整合を図りつつ、直轄で砂防
事業を行っている。

今後より起こり得る大規模土砂災害に対応するため
の調査・研究、対策技術の開発を関係機関と連携し
進め、深層崩壊発生メカニズムの解明や予測手法の
確立を図るとともに、適切な土砂供給と河床の動的
平衡の確保に努め、各管理者が相互に連携し土砂
管理を行っていく。

●土砂管理を行っていく上で、水質への影響、土砂移
動に伴う動植物の生育・生息・繁殖環境等の河川生
態への影響について、気候変動による影響が顕在し
ている状況を踏まえ、モニタリングを継続的に実施し、
施策の充実を図る。

両水系とも河川整備基本方針本文に、その旨を記
載した。また、新宮川水系における濁水長期化につ
いては、歴史遺産としての熊野川の景観等への影響
も念頭に、関係機関との連携・調整、流域全体の総
合的な取組みについて記載した。



河川整備基本方針小委員会での主な意見と対応 （４／８）
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水害に強いまちづくり

○下流部の市街地が中・上流部に守られていることを
もっと意識し、校庭や公園貯留など、できる限りのこ
とをすべきと考える。流域一体で治水対策に取り組
むことを意識できるように治水対策に取り組んでほ
しい。

○新宮川水系では、市街化している部分にハザードエ
リアが含まれているため、まちづくり的な観点からも
具体的な対策をハード整備と併せてやっていく必要
がある。【新宮川水系】

＜委員からの主な意見＞ ＜回答と対応＞

●各地域で行う取組について、流域内で取組みを共有
するとともに、住民とのハザード情報の提供も河川管
理者として行っていく。

●新宮市では立地適正化計画を作成し、浸水の実績
等を含めて、拠点を少し上流側に置く等、地域の個
性に応じた取組が進められている。

河積の確保や輪中堤の整備に加え、関係者が行う
宅地嵩上げや内水対策等の取組の支援を行う。



○津波に対しての河川遡上に対する対応について教
えて頂きたい。

河川整備基本方針小委員会での主な意見と対応 （５／８）
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避難対策

○相野谷川において、輪中堤高を超えるような洪水が
発生した場合、その影響をどう予測しているか。 【新
宮川水系】

○高台整備について、平常時にどういった管理を地域
で行い、どのように活用をしていくのか。【新宮川水
系】

＜委員からの主な意見＞ ＜回答と対応＞

●輪中堤が転倒しないよう強化することに加え、熊野
川の掘削土砂を活用した避難のための高台整備を
引き続き自治体と連携して行っていく。

●自治体において緊急時に迅速かつ円滑な避難体制
を確保するため、鮒田地区及び高岡地区の高台を活
用した防災訓練が検討されている他、平時では地域
のイベントに活用されている。

おのだに

河川津波対策

●河川津波対策にあたっては、「最大クラスの津波」は
施設対応を超過する事象として、住民等の生命を守
ることを最優先とし、津波防災地域づくり等と一体と
なって減災対策を実施する。

また、最大クラスの津波に比べて発生頻度は高く、
津波高は低いものの大きな被害をもたらす「計画津
波」に対しては、海岸における防御と一体となって河
川堤防等により津波災害を防御していく。

ふなだ



河川整備基本方針小委員会での主な意見と対応 （６／８）
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＜全般＞

○新たな河川整備基本方針の本文について、3つの観
点についてよく考える必要がある。１つ目は、「誰が」
という主語を考えることであり、「誰かがやる」では流
域治水が成り立たない。２つ目は、法的な枠組みと
予算の使い方といった、実現の見通しをもって考える
こと。３つ目は、人命や資産を守るだけでなく、地域
の持続的な発展を念頭に置いて考える必要がある。

○流域治水としての協力・連携が強調されてくると、河
川管理者にやってもらえるのではないかとの考えが
出てきてしまう。流域の関係者が主体となるものにつ
いては、その主体をできる限り明確化した方が良い。

○流域治水は流域内のあらゆる関係者が協働して取
組む流域全体での治水対策のことであるが、「みん
なでやる」は裏返すと「誰かがやる」となってしまいが
ちであり、気を付ける必要がある。

＜委員からの主な意見＞ ＜回答と対応＞

●河川整備基本方針の本文においては、河川管理者
が主体的に取り組むことを記載することを基本としつ
つ、その他の主体と連携して取り組むことについて、
河川管理者の役割を明確化するとともに、実施主体
をできる限り明確にした。

また、各地域及び流域全体の治水安全度向上、並
びに持続的な発展に資する、地域特性や地形条件
に応じた治水対策を実施する方針を記載した。

新たな河川整備基本方針 変更（案）の本文



河川整備基本方針小委員会での主な意見と対応 （７／８）
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新たな河川整備基本方針 変更（案）の本文

＜環境＞

○アユだけでなく、川辺のアートも含め、河川空間を活
かしたかした取組により、水辺が日本中から人が集
まる拠点となり、文化の発信地になっていることを記
載した方がよい。【五ヶ瀬川水系】

＜委員からの主な意見＞ ＜回答と対応＞

●天然アユ資源のみでなく、川辺のアートも含め他地
域から観光客が集まることから、「川を軸とした文化
の発信に関する取り組み」を追記した。

＜河道と洪水調節施設等の配分など＞

○「計画高潮位は、気候変動の影響を踏まえて今後見
直し」と記載されているが、観測データだけでなく「今
後の予測をもとに」見直していくよう修正してほしい。

○砂州の保存の観点から河道掘削のみで23,000m3/s
の流下が実現可能か疑問であるため、洪水調節施
設等による調節量は今後1000m3/sから増加すること
が伝わるように記載してほしい。【新宮川水系】

●計画高潮位について、今後の予測をもとに気候変動
が与える影響について評価する旨を追記した。

●「河道と洪水調節施設等の配分に係る前提条件が
著しく変化することが明らかとなった場合には、必要
に応じこれを見直すこととする」と配分の変更の可能
性がある旨を追記した。



河川整備基本方針小委員会での主な意見と対応 （８／８）
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新たな河川整備基本方針 変更（案）の本文

＜委員からの主な意見＞ ＜回答と対応＞

＜総合土砂管理＞

○主に河道掘削により23,000m3/sの河道流下を実現す
ることから、流下能力を維持するためには土砂管理と
の連携が重要となる。【新宮川水系】

○洪水対策及び総合的な土砂管理について、個々の地
域で閉鎖的に管理してしまうと持続性が失われるため、
河川環境や生態系の観点も踏まえ、流域全体で管理
するスタンスが読み取れるとよい。【新宮川水系】

●掘削土砂の利活用も含め、持続可能性の観点から、
国、県、沿川市町村及びダム管理者等が相互に連
携し、流域全体で土砂管理を行う旨を記載した。

＜霞堤＞

○北川の霞堤の開口部は地元との合意形成がなされ
ており、宅地嵩上げ等がされている。今後の他河川
のモデルケースとなることが考えられるため、霞堤の
嵩上げや地元との合意形成について、基本方針に記
載すべきと考える。【五ヶ瀬川水系】

●霞堤の将来的な扱いは、背後地等を勘案し、歴史的
な経緯を踏まえて水系ごとに検討する必要があると
考えている。

五ヶ瀬川水系北川では、地域として霞堤方式が採
用されており、河川整備基本方針本文には、霞堤の
保全と持続管理を行っていく旨を記載した。

＜農業・林業＞

○あらゆる関係者で取り組むという概念を踏まえて、流
域治水としての農業や林業に係る前向きな取り組み
を記載して欲しい。

●農地等がどういった作用、治水機能を持っているか
を評価していくこと、グリーンインフラとしての多様な
機能の活用という観点を本文に記載した。

また、五ヶ瀬川では、漁業の営みも含め河川の保全
と利用を図る旨を記載した。



新宮川水系河川整備基本方針の変更にかかる地域のご意見 新宮川水系

■近年のゲリラ豪雨や大型台風など、水災害が危惧される中、新宮川水系にある１１基のダムはすべて利水専用
ダムである。容量が大きいダムに治水容量を設け、統合運用も含めて、ダムによる洪水調節をお願いしたい。
■過去より大水害を経験していることから、避難所の充実や市民への啓発に力を入れ、一人の犠牲者も出さないこ
とを意識している。まずは避難対策で、それに加えて国・県・市町で協力してハード対策に取り組む必要がある。
■上流、中流、下流域と流域内でも課題は異なる部分はあるが、流域治水として流域全体の結束を固くし、住民の
命・財産を守るために治水対策に取り組む。

○ 河川整備基本方針の見直しにあたっては、気候変動を踏まえた目標設定等を検討することと合わせて、流域治水の視点か
ら、あらゆる関係者が協働してハード・ソフト一体となった対策を検討することが重要である。

○ そこで、治水対策やまちづくりにおける地域の取り組みや実情を把握するため、新宮川水系の首長より、河川整備基本方針
の見直しにあたってのご意見を伺った。

＜田岡 新宮市長※からのご意見＞

■新宮川水系には発電ダムが多くあるため、ダムのネットワークや連携を上手く行い、洪水の調節能力を高めてい
ただきたい。

■人の命を守ることが一番重要と考えており、ハード整備だけでなく、ソフト対策を用いて、いかに被害を減らすか
を意識している。輪中堤や掘削土を活用した高台整備、地区ごとのタイムライン策定などに取り組んでいる。

＜西田 紀宝町長※からのご意見＞

※熊野川改修促進期成同盟会 会長
※熊野川流域対策連合会 会長

※熊野川改修促進期成同盟会 副会長
※熊野川流域対策連合会 副会長

▽ TP+60m

▽ TP+20m

掘削土砂を活用した
高台整備（鮒田地区）

市田川における大規模浸水対策
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五ヶ瀬川水系河川整備基本方針の変更にかかる地域のご意見 五ヶ瀬川水系

○ 河川整備基本方針の見直しにあたっては、気候変動を踏まえた目標設定等を検討することと合わせて、流域
治水の視点から、あらゆる関係者が協働してハード・ソフト一体となった対策を検討することが重要である。

○ そこで、治水対策やまちづくりにおける地域の取り組みや実情を把握するため、五ヶ瀬川水系の首長より、河
川整備基本方針の見直しにあたってのご意見を伺った。

■河口付近の平地に、工業地帯や市街地が広がっており、避難所や高
台などが不足しているため、避難対策が重要。

■流域治水によって、国・県・市のそれぞれによって治水対策が一体とな
って推進されることに期待。外水対策だけでなく、内水対策も合わせて
流域治水として取り組んで欲しい。

■上下流や本川支川で整備の進捗を鑑みると、都市機能の移転・再編
など地域を大きく変える対策は難しいと考えるため、掘削など河積を確
保して流下能力を向上させる対策が効果的であり、まちづくり等と比較
して、早期に着手することが可能。

五ヶ瀬川流域図

佐伯市

延岡市

山都町

高森町

高
千
穂
町

日
之
影
町

五ヶ瀬町

祝
子
川

北

川

大瀬川

五ヶ瀬川

ほ
う
り

大分県

宮崎県
熊
本
県

日
向
灘

水源

向坂山
（標高：1,684m）

むこうざかやま

大臣管理区間：河川延長28.5km

き
た
が
わ

ごかせ

おおせ

九州中央自動車道
北方延岡道路

東九州道
延岡道路

高千穂日之影道路

凡  例

県界

流域界

市区町村界

国道

鉄道

高速道

＜読谷山 延岡市長※からのご意見＞ ※五ヶ瀬川水系河川改修促進期成会 会長

土地区画整理事業による土地の嵩上げ（延岡市）

区画整理事業
整備中 宅地嵩上げ

国・県事業
堤防嵩上げ
国道拡幅

整備イメージ

五ヶ瀬川

A’ A

▼ H.W.L.

盛土
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